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 江南市議会６月定例会は、６月２８日に閉会。市長提案の補

正予算などすべての議案を全会一致で可決しました。 

 最終日に日本共産党議員団は、来年度以降の学童保育料の連

続値上げを中止して月3,000円に据え置き、春・夏・冬など

長期休み中のみの利用者を月単位から日単位に変更する条例

改正案を議員提案しました。 

 

 

 

 生活保護世帯や準要保護世帯に支給されている就学援助費

のうち、新一年生に支給される「入学準備金」が低すぎると、

日本共産党国会議員団が引き上げを求めていました。 

 ３月に文部科学省から「準備金の引き上げ」と「支給時期

を早めること」の通達が出され、江南市でも６月議会に補正

予算が提案され可決されました。 

 引き上げ額は、小学生は、24,070円が40,600円に、中

学生は、23,850円が47,400円になります。 

 それでも実際の入学の準備にかかる費用に比べると低いも

のです。また、入学に多額の費用がかかるのは、2月～3月で

あり、６月の支給では間に合わないので、３月には支給でき

るよう市議団は求めています。 

 学童保育料の連続値上げは、昨年９月議会で突然提案され

ました。保護者にも事前に知らせず、市民参加条例に基づく

市民参加の手続き（アンケートやパブリックコメント）も行

わないままの条例提案で大幅な値上げを決定。大きな憤りの

声が寄せられていました。 

 ４月には江南市学童保育・子育てを考える会が、市長宛に 

「これ以上の値上げを中止し保育内容の充実を求める要望書」を

1,000人以上の署名とともに提出していました。 

日本共産党議員団の提案は、経済的負担の軽減 

を求める子育て世代の切実な声に基づいたものです。 

 市は布袋駅周辺の鉄道高架化事業に合わせて、 

駅東側の工場跡地など約9,000㎡を買い取り 

「新たな賑わいの拠点」をつくる目的で公共施 

設と民間施設の複合施設を建設する計画を進めています。 

 民間事業者が整備する施設のうち約2,000㎡の床面積を占

める公共部分には、子育て支援センタ―を移設し、子ども用図

書コーナーや交流スペースを設ける。さらに保健センター、休

日急病診療所を移転させるなどの案で検討しています。 

 そして全体を整備する民間事業者は、公共施設との相乗効果

が期待でき、需要度の高い施設を建設することとなっていま

す。（例として、スーパー・コンビニ、マンション、福祉施設、

教育施設など） 

  

提案者を代表し森ケイ子議員が提案理由を説明。議員団が答弁

席で、他会派議員からの質疑に対し答弁を行いました。（上の写真） 

H３１年度までの値上げで、保護者負担は今年度より約 1000

万円も増える見込み。学童保育は今後も拡充改善が必要ですが、

受益者負担を持ちだし財源を保護者の負担に求めるのは、子育て

先進市をアピールしている市の政策に反します。 

子育て世代が最も願う支援策は「経済的負担の軽減」です。 

近隣の犬山市（月3,500円、同一世帯２人目以降は半額）、一

宮市（月3,500円）、扶桑町（月2,400円）、大口町（月1,500

円）と比べ、江南市がＨ31年度に月4,000円にまで値上げすれ

ば近隣で一番高くなることなども示し、値上げ中止への賛同を訴

えました。 

しかし、党議員団３人以外の賛成者はなく、条例改正案は否決

されました。 

●参入事業者に対し、実施状況や財務状況の報告を求め、透明性を

確保できるのか。●民間事業者が破たん撤退した場合、地権者であ

る市が最終的に責任を負う恐れがある。などの点です。 

 こうした指摘に対して、市は「民間の能力を最大限発揮してもら

う。心配な点は検討、議論をしていく。リスク回避についても現時

点で想定できる複数の対策を事業契約書に提示していく考え」と答

えました。 

 契約内容や公共施設配置計画については、まだまだ十分な議論が

必要です。＊PFI手法とは、民間の資金や技術力、経営力を活用する方法です。 

月　額 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

通常月 2,500円 3,000円 3,500円 4,000円

７　月 2,500円 3,300円 4,000円 4,700円

８　月 2,500円 4,000円 5,000円 6,000円

セス整備も行わずに、駅前の賑わいを創出しようと考えるの

は無理がある。●PFI手法では大手企業が参入し、地元中小

業者が参入できず地元経済の活性化に役立たないのでは。 

布袋駅から建設予定地を望む 

 党議員団が質した主な点は、●市として駅前への交通アク 
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